
JP 2017-207633 A5 2019.6.27

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年6月27日(2019.6.27)

【公開番号】特開2017-207633(P2017-207633A)
【公開日】平成29年11月24日(2017.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2017-045
【出願番号】特願2016-100022(P2016-100022)
【国際特許分類】
   Ｇ１０Ｋ   9/122    (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ  17/10     (2006.01)
   Ｇ１０Ｋ   9/12     (2006.01)
   Ｇ１０Ｋ   9/22     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ   1/30     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ   7/04     (2006.01)
   Ｂ６０Ｑ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１０Ｋ    9/122    １４０　
   Ｈ０４Ｒ   17/10     　　　　
   Ｇ１０Ｋ    9/12     　　　Ｃ
   Ｇ１０Ｋ    9/22     　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｒ    1/30     　　　Ａ
   Ｈ０４Ｒ    7/04     　　　　
   Ｂ６０Ｑ    5/00     ６７０Ｚ
   Ｂ６０Ｑ    5/00     ６８０Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月9日(2019.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
板状振動体と、当該振動体を起振する圧電体と、一部に開口が設けられ振動体の前方を覆
って当該振動体との間に共鳴空間を形成する共鳴器と、前記共鳴器と前記開口によって連
通する緩衝室と、前記緩衝室を経て出力される警報音を、漸次拡径しつつ反転湾曲する通
路によって外周側の前方ないし後方へ案内する１又は複数の第１拡声室と、前記第１拡声
室によって外周側の後方へ案内された警報音を、さらに外周側の前方へ向けて反射する第
２拡声室とを備え、前記共鳴器の前方に内外に位置する内筒体と外筒体を設け、さらにこ
れら内筒体と外筒体を前方から覆うように円形のカバー体を設けて、前記内筒体および外
筒体の筒壁とカバー体によって前記共鳴器の開口を中心に全周に前記緩衝室、前記第１拡
声室および前記第２拡声室を形成し、かつ前記カバー体の中心部を前記共鳴器の開口に向
けて陥没させて前記中心部の先端と前記共鳴器の開口との間に前記緩衝室を形成するとと
もに、前記第1拡声室の、前記緩衝室に続く部分を前記中心部の外周に形成したことを特
徴とする電子式警音器。
【請求項２】
前記板状振動体の板面外周縁を両面から挟んで支持するとともに、前記振動体の外周端を
警音器本体の室壁内面から離して位置させてある請求項１に記載の電子式警音器。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本第１発明では、板状振動体（５１）と、当該振動体（５
１）を起振する圧電体（５２）と、一部に開口（７１）が設けられ振動体（５１）の前方
を覆って当該振動体（５１）との間に共鳴空間（Ｓ）を形成する共鳴器（７）と、前記共
鳴器（７）と前記開口（７１）によって連通する緩衝室（ＢＲ）と、前記緩衝室（ＢＲ）
を経て出力される警報音を、漸次拡径しつつ反転湾曲する通路によって外周側の前方ない
し後方へ案内する１又は複数の第１拡声室（ＭＨ１）と、前記第１拡声室（ＭＨ１）によ
って外周側の後方へ案内された警報音を、さらに外周側の前方へ向けて反射させる第２拡
声室（ＭＨ２）とを備え、前記共鳴器（７）の前方に内外に位置する内筒体（６２）と外
筒体（６３）を設け、さらにこれら内筒体（６２）と外筒体（６３）を前方から覆うよう
に円形のカバー体（８）を設けて、前記内筒体（６２）および外筒体（６３）の筒壁とカ
バー体（８）によって前記共鳴器（７）の開口（７１）を中心に全周に前記緩衝室（ＢＲ
）、前記第１拡声室（ＭＨ１）および前記第２拡声室（ＭＨ２）を形成し、かつ前記カバ
ー体（８）の中心部を前記共鳴器（７）の開口（７１）に向けて陥没させて前記中心部の
先端と前記共鳴器（７）の開口（７１）との間に前記緩衝室（ＢＲ）を形成するとともに
、前記第1拡声室（ＭＨ１）の、前記緩衝室（ＢＲ）に続く部分を前記中心部の外周に形
成する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本第１発明において、共鳴器の開口から出力された警報音は１又は複数の第１拡声室と
これに続く第２拡声室のメガホン効果によって共鳴増幅されつつ十分な指向性を有して前
方へ効率的に出力される。この場合、メガホン効果を発揮する１又は複数の第１拡声室同
士、および第１拡声室と第２拡声室は、反転湾曲する通路によって径方向で直列に連結さ
れているから、警音器本体が前後方向へ大きく突出することはなくコンパクトな形状にな
る。また、第１拡声室と第２拡声室を全周に設けているから、警報音を、指向性を持たせ
てより効率的に前方へ出力することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１０】
　本第２発明では、前記板状振動体（５１）の板面外周縁（５３）を両面から挟んで支持
するとともに、前記振動体（５１）の外周端（５１１）を警音器本体の壁内面（２４１）
から離して位置させてある。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本第２発明において、警音器周囲の温度が上昇又は下降して振動体又は警音器本体の壁
内面が膨張又は収縮しても、振動体の外周端が警音器本体の壁内面に当接することはない
から、振動体の板内に圧縮又は引張応力が生じてその振幅が変化する不具合は生じない。
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